
年度末が近づき、3月決算のNPO法人は、年度初め(4～6月)に財務諸表等を所轄庁へ提出するための準備を
始める時期ではないでしょうか。法人として信頼を得るためには「正しい財務諸表」を公開することが大切
です。今回は、財務諸表作成のチェックポイントをご紹介しますので自団体でチェックしてみましょう！
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2025.2.20 発行地域づくり・NPO活動団体情報誌

（しまね県民活動支援センター）
https://www.teiju.or.jp/

ねっと
NPO法人会計基準に準拠した

財務諸表作成のチェックポイント！

【財務諸表全体・注記】チェックポイント OK!

①
｢活動計算書｣｢貸借対照表｣｢財務諸表の注記｣の3種類を
作成しましたか？ □

②
活動計算書の｢次期繰越正味財産額｣と貸借対照表の「正
味財産合計」の額が一致していますか？ □

③
活動計算書に受取助成金等もしくは使途指定寄付金の記
載がある場合には、注記の｢使途等が制約された寄付等
の内訳｣を記載しましたか？

□

④
貸借対照表に固定資産の記載がある場合には、注記の
｢固定資産の増減内訳｣を記載しましたか？ □

⑤
貸借対照表に長期借入金か短期借入金の記載がある場合
には、注記の｢借入金の増減内訳｣を記載しましたか？ □

⑥
役員と法人との間に、金銭のやり取り(業務委託･借入･
寄付等)がある場合には、注記の｢役員及びその近親者と
の取引の注記｣を記載しましたか？

□ 所轄庁への提出は事業年度初めの3か月以内です。
また、法務局への登記は役員に変更がない場合も
2年毎に必要なのでご注意ください！

｢みんなで使おうNPO法人会計基準｣にさらに
わかりやすく解説してありますのでご覧ください。
また、2～4月中にNPO 法人会計基準協議会事務局主催
の「NPO会計オンライン・セミナー」が開催されます。 
詳しくは本紙3面のイベント情報をご覧ください♪

【活動計算書】チェックポイント OK!

⑦
5つの項目｢受取会費｣｢受取寄付金｣｢受取助
成金等｣｢事業収益｣｢その他収益｣に区分して
いますか？(該当項目がなければ記載不要)

□

⑧

2つの項目｢事業費｣｢管理費｣に区分し、それ
ぞれを｢人件費｣と｢その他経費｣に区分して
いますか？

□

⑨
当期正味財産増減額は「収益」から「費
用」を引いた額になっていますか？ □

⑩
次期繰越正味財産額は｢当期正味財産増減
額｣と｢前期繰越正味財産額｣の合計額と一致
していますか？

□

⑦

⑧

⑩

⑨

②

③

④

⑤

⑥



機関紙「しまねいきいきねっと」発行スケジュール
＆読者アンケート実施のお知らせ

定住財団からのお知らせ

昨年12月16日にNPO法人ふくおかNPOセンター代表古賀桃子

さんを講師に迎え、NPO活動に欠かせない“共感力”をアップす

るため、グループワークなどを通じて、団体の想いを言葉にし

て説明する力（伝える力）を楽しく学びました。セミナーを通

して、自分たちの団体活動を整理し、自分たちは今どう見られ

ていて、今後どう見られたいのか、伝えたい相手はどんな人た

ちなのか…など、一緒に活動するメンバーと共に考えることが

大切だということを学びました。また、セミナー後には松江

NPOネットワーク竹田尚子さん、原田陽子さんの進行のもと、

団体同士がつながる場「NPO交流会」を実施しました。交流会

では1分間で団体紹介をした後、各団体への質問・感想コメン

トを付箋に書き出し、お互いの活動をより深く理解した上で、

つながりを作ることができました。今後も団体同士が交流でき

る場を設け、情報交換やネットワークを広げていけるようにサ

ポートしていきたいと思います。

▲セミナー後の集合写真

～ 共感力UP、団体同士がつながるイベント ～

「伝えるコツセミナー＆NPO交流会」を開催しました！

令和7年度から「しまねいきいきねっと」の発行月と回数が変わります。年4回、

5・8・11・2月に発行を行います。また、今後より一層皆さまの役に立つ内容に

していくためにアンケートを実施しています。本紙にチラシを同封しております

のでご確認いただき、皆さまの率直なご意見をお聞かせください。また、次年度

から「しまねいきいきねっと」の電子版の配信をご希望される方も本アンケート

フォームから選択いただけます。皆さまのご協力をよろしくお願いいたします。

▲動画はこちら

中国ろうきんNPO寄付システム

NPO法人41団体の採択が決定

ご寄付をいただいた皆様、誠にありがとうございました。

審査会を経て、2024年度は41団体への配分が決定しました。

今後も、温かいご支援をよろしくお願いします。

2024年度配分団体は
「フレフレしまね」にて掲載中！

中国労働金庫の100円から行える口座振替の寄付(手数料不要)。

各県で集まった寄付金は、県内で活動するNPO法人に配分される、

「助け合い」のろうきんならではの地域循環型寄付システム。島根県

では定住財団が事務局を担っています。

分野 募集数 申請数 配分数 特別枠

保健・医療・福祉 6 7 6 0

社会教育 1 0 0 0

まちづくり 4 5 4 1

観光の振興 1 1 1 0

農村漁村・中山間 1 1 1 0

文化・スポーツ 6 4 4 0

環境保全 2 2 2 0

災害救援 2 1 1 0

地域安全活動 1 1 1 0

人権・平和 1 0 0 0

国際協力 3 3 3 0

男女共同 1 0 0 0

子どもの健全育成 10 14 10 3

経済活動 1 0 0 0

職業能力・雇用機会 1 2 1 1

消費者保護 1 0 0 0

NPO支援 2 2 2 0

合計 44 43 36 5

中国ろうきんNPO寄付システム

読者アンケートはこちら
からも回答できます！

セミナー内でも紹介された「伝えるコツ」動画
は、さまざまな課題を抱えたNPOを想定し、そ
の解決に向けて広報力やコミュニケーション力
をアップさせる「コツ」をまとめたものです。
テキストに合わせて19のコツを学べます。皆さ
んぜひご覧ください。 ▲教材はこちら

▲NPO交流会の様子



NPO会計
オンライン・セミナー

さんべ やってみようDAY！

締切
3/31(月)
必着

締切
3/27(木)
必着

①第37回わかば基金

②【支援金部門】

1グループ最大50万円

【PC･モバイル端末購入支援部門】

1グループ最大10万円

③社会福祉法人NHK厚生文化事業団

「わかば基金」係

①ポーラ伝統文化振興財団助成

②1件あたり30万円～200万円程度

③公益財団法人ポーラ伝統文化振興財団

事務局

詳しい情報・問い合わせ先などは

サイトからご確認ください。助成金情報

イベント情報

https://www.shimane-ikiiki.jp

島根いきいき広場 助成金
➀助成金名 ②助成額（助成内容）➂問合せ先

開催日時：1回 2025年2月26日(水)15:00～16:30
2回 2025年3月5日(水)15:00～16:30
3回 2025年3月26日(水)15:00～17:00
4回 2025年4月2日(水)15:00～16:30

内 容：●1回 導入編●2回 日常の会計処理
●3回 決算●4回 よくある質問

開催方法：オンライン（参加費 無料）
申込締切：各回とも開催2日前
問合せ先：NPO法人会計基準協議会事務局
電 話：03-6458-6276

対象期間：2025年5月3日(土)～5月6日(火)
募集人数：10団体(グループ・家族) 40人程度
内 容：さんべでおすすめプログラム「三瓶山
               登山」と「アップルパイ作り」。ゴール

デンウィーク期間中に、交流の家をご利
用するグループやファミリー向けに参加
を募集しています！

申込締切：2025年4月19日(土)15:00まで
問合せ先：国立三瓶青少年交流の家

TEL 0854-86-0319

①サントリー“君は未知数”基金

②1団体あたり最大1,000万円

総額6,000万円(予定)

6～10団体(予定)

③特定非営利活動法人エティック サントリー

“君は未知数” 基金事務局

①JAPANこども基金 2025年度募集

②総額100万円 3～5団体程度

③認定NPO法人ジャパン･カインドネス協会

締切
3/31(月)

①一般財団法人あすたむ舎

障がい者支援事業2024年度 第3回募集

②1団体あたり30万円以内

総額600万円以内

➂一般社団法人あすたむ舎 事務局

締切
3/31(月)

①障がい者支援施設助成

②施設の規模に応じて変動 上限50万円

③公益財団法人善い心を未来へつなぐ財団

事務局

①砂防ボランティア基金 2025年度助成事業

②砂防ボランティア活動において、対象事業

にかかる事業費

40件程度(予定)

③一般財団法人

砂防フロンティア整備推進機構 企画調査部
締切

3/31(月)
消印有効

①第77回保健文化賞

②厚生労働大臣賞(表彰状)/第一生命賞(感謝

状 賞金 団体200万円、個人100万円)/朝日

新聞厚生文化事業団賞(記念品)/NHK厚生

文化事業団賞(記念品)

③第一生命保険株式会社 コーポレート

コミュニケーション部 保健文化賞担当

締切
3/31(月)
17:00

締切迫る！地域づくりオールスター祭

★ 開催日時 3月15日(土) 10:00～16:30

(受付 9：30～)

＼詳細・申込はこちら／

・参加費 1,000円(お弁当付き)

・問合せ先 (公財)ふるさと島根定住財団

地域活動支援課 TEL 0852-28-2690
申込締切

3/3(月)17:00

締切
3/18(火)
12:00

締切
4/15(火)
消印有効



Facebookも日々更新中！
しまね県民活動支援センター
で検索してみてください♪

[松江事務局]

〒690-0003 松江市朝日町478-18 松江テルサ3階

TEL (0852)28-0690  FAX (0852)28-0692

E-mail： chiiki@teiju.or.jp

[石見事務所]

〒697-0034 浜田市相生町1391-8 シティパルク浜田2階

 石見産業支援センター「いわみぷらっと」内

 TEL (0855)25-1600  FAX (0855)25-1630

 E-mail： iwami@teiju.or.jp

（しまね県民活動支援センター）

発行元

https://www.shimane-ikiiki.jp/

島根県では、社会貢献活動を行うNPO等を資金面で支援していただける企業を

「サポーター企業」として登録しています。こちらで順次紹介していきます。

しまね社会貢献基金

サポーター企業紹介

株式会社大隆設計
[住所]出雲市江田町40-5

[電話]0853-23-8200 
[HP] https://www.dairyu-s.co.jp/

株式会社大隆設計は、昭和５１年に前身の株式会社大隆設計事務所として設立されました。その後平成８年に現在
の株式会社大隆設計に社名変更しました。主な事業は、河川計画の立案、河川構造物の設計、橋梁設計、河川環
境に関わること、上下水道事業、また道路維持や防災計画にも及んでいます。

お客様、社員、企業の「三方よし」を基本理念に、地域社会の要請に応えるべく活力と希望を持った人材育成による

会社経営を推進しています。

取材を通して感じたこと

会社紹介

県内NPO情報 R7年1月末 現在

県内ＮＰＯ法人数

全体 274

内認定 6

内特例認定 1

しまね社会貢献基金登録団体数 81

だんだん認証レベル取得団体数

全体 41

内レベル２ 30

さくらおろち湖・尾原ダム、志津見ダムの清掃活動に毎年参加しています。毎回社内でボランティアを募り、各回５名
程度が参加しています。また、まつえ環境市民会議の会員として、事業で蓄積されたノウハウを環境問題の解決に
活かしています。今後は貧困問題などの社会課題に取り組んでいる団体へ支援ができたらと考えています。どのよう
なことができるか検討していきたいと思います。

社会貢献活動の取り組み

▲さくらおろち湖清掃活動の様子① ▲県道161号清掃活動▲さくらおろち湖清掃活動の様子②

しまね社会貢献基金には以前から寄附をしていますが、他に企業の社会的責任として、事業で関わりのあった河川
や湖周辺の清掃活動など地域社会での活動を行ってきました。
ボランティア活動に積極的に参加することで、従業員の地域や社会貢献に対する意識が高まることや、社としての一
体感を醸成することができるのではないかと思っています。

事業そのものが社会インフラに関わるもので、地域社会へ貢献されていますが、企業の社会的責任を果たすことを
強く意識されており、以前から清掃活動や寄附を行われていました。近年は他の社会課題にも目を向けて、企業とし
て何ができるかを考えていらっしゃるのが印象的でした。ぜひ、NPOとの協働等が実現するとよいと思いました。
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